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町報

２０１０

No．１０７２
５．１５

成人
おめでとうおめでとうおめでとう
５月３日、フレンドリープラザを会場に
「平成２２年度川西町成人式」が行われ、
１９７名が新成人となりました。

井上ひさし先生ありがとう

特集

川西町の人口 ▼ 17,652 人（△19）
男 8,597（△ 11）／女 9,055 人（△８）／世帯数 5,292 戸（６）
※４月末現在の住民基本台帳人口（ ）内は前月との比較

固定資産税・都市計画税（１期）
上下水道使用料（４月分）

口座振替日　５月２８日㊎
納付期限　　５月３１日㊊

５
月
の
町
税
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小
説
家
・
劇
作
家
、
そ

し
て
本
町
の
名
誉
町
民
で

あ
る
井
上
ひ
さ
し
先
生
が
、

４
月
９
日
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
井
上
先
生
の
町
へ
の
多

大
な
貢
献
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

遅
筆
堂
文
庫
は
、
井
上
先
生

の
蔵
書
約
７
万
冊
を
も
と
に
、

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
年
）
に
、

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
西
町
で
先
生
の
講
演
会
の
開

催
を
願
う
青
年
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

１
通
の
手
紙
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

先
生
と
の
交
流
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。

　
「
日
本
に
こ
こ
だ
け
し
か
な
い

図
書
館
に
育
て
、文
化
の
中
心
に
」

と
の
願
い
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
の
思

い
、
先
生
の
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
、

そ
し
て
町
の
願
い
が
一
つ
に
な
り
、

こ
の
図
書
館
が
誕
生
し
ま
し
た
。

図
書
館
は
、「
遅
筆
で
も
良
い
作

品
を
書
き
た
い
」
と
い
う
先
生
の

雅
号
に
ち
な
み
、「
遅
筆
堂
文
庫
」

遅
筆
堂
文
庫
の
開
設

　

１
９
９
４
年
（
平
成
６
年
）
に

は
遅
筆
堂
文
庫
を
核
に
、
演
劇

ホ
ー
ル
、
川
西
町
立
図
書
館
、
展

示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
会
議
室
が
一
体

と
な
っ
た
複
合
文
化
施
設
「
フ
レ

ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

８
月
１
日
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ

ラ
ザ
オ
ー
プ
ン
に
お
け
る
記
念
式

典
で
は
、「
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か

ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
記
念
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、

子
ど
も
の
頃
の
川
西
で
の
生
活
等

に
つ
い
て
笑
い
を
交
え
な
が
ら
話

さ
れ
ま
し
た
。

　「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
と
た

く
さ
ん
の
本
を
ど
う
結
び
付
け
て

い
く
か
・
・
・
催
し
物
も
た
く
さ

ん
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
・
・
・
一
番
大
切
な
こ
と

は
町
民
の
施
設
に
対
す
る
〝
愛
〟

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
人
た
ち
が
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
ゆ
っ
く
り

と
大
き
く
見
て
い
く
、
育
て
て
い

く
こ
と
。
10
年
、
20
年
後
ど
う
い

う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
か
は
、
こ

こ
に
集
う
我
々
成
人
の
責
任
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。」

　

こ
の
よ
う
に
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー

プ
ラ
ザ
が
本
当
の
意
味
で
の
町
民

の
施
設
と
な
る
よ
う
願
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
　

─
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
記
念
講
演
に
て
─　
　

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
は
、
敗
戦

記
念
日
の
８
月
15
日
を

目
標
に
準
備
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

先
生
が
急
病
で
延
期
と

な
り
、
ふ
る
さ
と
へ
思

い
を
こ
め
た
「
遅
筆
堂

文
庫
堂
則
」
が
よ
せ
ら

先
生
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

川
西
町
長　

原
田

　俊
二

　

１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）、
山

形
県
川
西
町
（
旧
小
松
町
）
生
ま

れ
。
こ
れ
が
井
上
ひ
さ
し
先
生
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
書
き
出
し
で
す
。

　

本
町
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
先
生
を
失
っ
て
早
１
か
月
。
今

も
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
に
途
絶
え
る

こ
と
な
く
特
集
が
組
ま
れ
、
そ
れ

ら
を
目
に
す
る
た
び
に
、
改
め
て

先
生
の
ご
功
績
の
偉
大
さ
、
そ
し

て
存
在
の
大
き
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　
「
書
き
た
い
こ
と
が
、
次
々
浮

か
ん
で
く
る
。」
と
先
生
は
意
欲

的
に
話
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
本

当
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

若
者
の
熱
意
に
こ
た
え
、
先
生

の
貴
重
な
蔵
書
が
本
町
へ
寄
贈
さ

れ
て
以
来
、
本
町
の
発
展
、
文
化

振
興
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
ま

し
た
。

　
「
積
み
上
げ
て
し
ま
っ
て
お
く

の
で
は
、
本
は
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。」
と
先
生
は
、
長
年
に
わ
た

り
、
惜
し
げ
も
な
く
本
を
送
り
続

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
で
は

20
万
点
を
超
え
、
特
色
あ
る
図
書

館
と
し
て
全
国
で
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
を
生
か
す
実
践

の
場
と
し
て
生
活
者
大
学
校
が
開

催
さ
れ
全
国
か
ら
参
加
者
が
集
い
、

一
流
講
師
陣
と
の
丁
々
発
止
の
学

習
は
、
多
く
の
教
訓
や
感
動
を
与

え
て
き
ま
し
た
。
川
西
町
が
他
に

誇
れ
る
文
化
の
町
を
標
榜
で
き
る

の
も
、
先
生
の
存
在
無
し
に
は
語

れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
、「
置
賜
は
地
球
の
中
心
」

と
の
先
生
の
ご
意
思
を
受
け
継
ぎ
、

地
方
か
ら
日
本
の
発
展
を
見
据
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
先
生
の
ご
功
績
を
よ
り
多
く
の

人
々
に
伝
え
て
い
く
事
を
責
務
と

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。

れ
ま
し
た
。

堂
則
に
、「
我
等
は
日
本
の
ド
ン

キ
ホ
ー
テ
た
ち
で
あ
る
。」
の
一

文
が
あ
り
ま
す
が
、
夢
や
目
標
を

持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ら
に
ま
い
進

し
て
い
く
姿
は
、
こ
の
文
庫
に
現

在
も
育
っ
て
い
ま
す
。
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＊
生
活
者
大
学
校

　

生
活
者
大
学
校
は
、
先
生
の

「
生
活
者
の
視
点
で
自
ら
の
暮
ら

し
を
も
う
一
度
見
つ
め
な
お
そ

う
」
と
い
う
呼
び
掛
け
の
も
と
、

１
９
８
８
年
（
昭
和
63
年
）
以
来

毎
年
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
地
元
の
方
の
ほ
か
、
全
国

各
地
か
ら
２
０
０
人
以
上
の
受
講

者
が
集
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座

を
支
え
て
い
る
の
が
、
山
形
こ
ま

つ
座
を
中
心
と
す
る
メ
ン
バ
ー
で

す
。

　

生
活
者
大
学
校
で
は
、
自
ら
校

長
を
務
め
、
毎
年
本
町
を
訪
れ
、

農
業
、
環
境
、
文
化
な
ど
様
々
な

問
題
を
テ
ー
マ
と
し
、
講
座
を
開

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊
プ
ラ
ザ
付
属
演
劇
学
校

　

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）３
月
、

川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
付

属
演
劇
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　

先
生
は
演
劇
学
校
の
校
長
を
務

め
、
演
劇
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
言
葉
の
伝
え
方
や
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
な
ど
を
学
べ
る
き
っ

＊
町
と
し
て
こ
れ
か
ら
＊

　

本
町
に
「
遅
筆
堂
文
庫
」
が
誕
生
し
て
今
年
で
24
年
、
当
初
井
上
ひ
さ

し
先
生
が
所
有
す
る
７
万
冊
の
蔵
書
を
町
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

後
も
続
々
と
い
た
だ
き
、
現
在
22
万
点
の
書
籍
・
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
遅
筆
堂
文
庫
、
町
立
図
書
館
と
ホ
ー
ル
が
一
つ
に
な
っ
た
フ
レ

ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
が
誕
生
し
て
16
年
目
を
迎
え
ま
す
。
先
生
に
は
、
毎
年
、

生
活
者
大
学
校
や
こ
ま
つ
座
公
演
の
際
に
、
ふ
る
さ
と
川
西
町
に
お
い
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
は
、
井
上
先
生
の
「
ふ
る
さ
と
・
川
西
町
」
を
思
う
心
に
感
謝
し
、

先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
書
籍
・
資
料
等
を
大
切
に
保
存
展
示
し
、
多
く
の

方
々
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
堂
則
に
あ
る
、

本
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
理
想
が
か
な
い
、
ま
た
人
々
が
集
う

こ
と
に
よ
っ
て
、「
ま
ち
の
い
ぶ
き
」
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
に
井
上
先

生
の
心
か
ら
の
思
い
が
伝
わ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
後
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
内
に
、
井
上
先
生
の
偉
大
な
功
績
を
た

ど
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

エ
ピ
ソ
ー
ド

　

羽
根
田
酒
店
（
上
小
松
）
の

羽
根
田
浩
子
さ
ん
に
よ
る
と
、

２
年
ほ
ど
前
の
町
内
で
の
交
流

会
で
、
羽
根
田
酒
店
オ
リ
ジ
ナ

ル
大
吟
醸
「
虎
髭
」
の
、
限
定

２
０
０
本
の
内
の
１
本
目
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
時
に
、
お
礼
に

と
、
サ
イ
ン
を
快
く
書
い
て
い

た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

▲プラザ演劇祭２００７
▲井上先生直筆のサイン入り酒

▲町民の皆さんに読んでもらえるようにと設
　置された井上ひさし先生のコーナー

　

井
上
ひ
さ
し
先
生
略
歴

１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）
11
月
16
日
、
川
西
町
に
（
旧
小
松
町
中
小
松
）

生
ま
れ
、
15
歳
で
岩
手
県
一
関
市
に
引
っ
越
す
ま
で
を
川
西
町
で
過
ご

す
。
上
智
大
学
フ
ラ
ン
ス
語
学
科
卒
業
。

小
説
家
・
劇
作
家
・
放
送
作
家
。

生
活
者
大
学
校
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
付
属
演
劇
学
校
校
長
、
日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
、
千
葉
県
市
川
市
文
化
振
興
財
団
理
事
長
、
仙
台
文

学
館
館
長
、
吉
野
作
造
記
念
館
名
誉
館
長
な
ど
を
歴
任
。

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
年
）
に
遅
筆
堂
文
庫
開
館
。

１
９
９
９
年
10
月　

川
西
町
名
誉
町
民
。

２
０
０
４
年　

文
化
功
労
者
。

２
０
０
９
年　

日
本
芸
術
院
会
員
。

　

主
な
受
賞
歴

１
９
５
８
年
：
第
13
回
芸
術
祭
賞
脚
本
奨
励
賞

（『
う
か
う
か
三
十
、
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
四
十
』）

１
９
６
９
年
：
第
９
回
日
本
放
送
作
家
協
会
賞
最
優
秀
番
組
賞

（『
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
』）

１
９
７
０
年
：
第
12
回
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
童
謡
賞（ム

ー
ミ
ン
の
テ
ー
マ
）

１
９
７
１
年
：
第
16
回
斎
田
喬
戯
曲
賞
（『
十
一
ぴ
き
の
ネ
コ
』）

１
９
７
２
年
：
第
17
回
岸
田
戯
曲
賞
・
芸
術
選
奨
新
人
賞（『

道
元
の
冒
険
』）

　
　

〃　
　

：
第
67
回
直
木
賞
（『
手
鎖
心
中
』）

１
９
７
９
年
：
第
14
回
紀
伊
國
屋
演
劇
賞
個
人
賞

（『
し
み
じ
み
日
本
・
乃
木
大
将
』『
小
林
一
茶
』）

１
９
８
０
年
：
第
31
回
讀
賣
文
学
賞
・
戯
曲
部
門

（『
し
み
じ
み
日
本
・
乃
木
大
将
』『
小
林
一
茶
』）

１
９
８
１
年
：
第
２
回
日
本
Ｓ
Ｆ
大
賞
（『
吉
里
吉
里
人
』）

１
９
８
２
年
：
第
33
回
讀
賣
文
学
賞
・
小
説
部
門
（『
吉
里
吉
里
人
』）

１
９
８
６
年
：
第
20
回
吉
川
英
治
文
学
賞
（『
腹
鼓
記
』『
不
忠
臣
蔵
』）

１
９
８
８
年
：
第
15
回
テ
ア
ト
ロ
演
劇
賞（

昭
和
庶
民
伝
三
部
作
の
完
結
）

１
９
９
１
年
：
第
27
回
谷
崎
潤
一
郎
賞
（『
シ
ャ
ン
ハ
イ
ム
ー
ン
』）

１
９
９
８
年
：
第
９
回
農
民
文
化
賞

１
９
９
９
年
：
第
９
回
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
賞

　
　

〃　
　

：
第
47
回
菊
池
寛
賞（『

東
京
セ
ブ
ン
ロ
ー
ズ
』
の
完
成
な
ど
）

２
０
０
１
年
：
第
71
回
朝
日
賞

（
知
的
か
つ
民
衆
的
な
現
代
史
を
総
合
す
る
創
作
活
動
）

　
　

〃　
　

：
第
３
回
織
部
賞

２
０
０
３
年
：
第
44
回
毎
日
芸
術
賞

（『
太
鼓
た
た
い
て
笛
ふ
い
て
』
を
は
じ
め
と
す
る
創
作
活
動
）

　
　

〃　
　

：
第
６
回
鶴
屋
南
北
戯
曲
賞

（
戯
曲
『
太
鼓
た
た
い
て
笛
ふ
い
て
』）

２
０
０
４
年
：
文
化
功
労
者
顕
彰

２
０
０
９
年
：
第
60
回
日
本
放
送
協
会
放
送
文
化
賞

（
放
送
文
化
の
向
上
に
功
績
）

　
　

〃　
　

：
第
65
回
恩
賜
賞
日
本
芸
術
院
賞

（
戯
曲
を
中
心
と
す
る
広
い
領
域
に
お
け
る
長
年
の
業
績
）

２
０
１
０
年
：
第
17
回
読
売
演
劇
大
賞
芸
術
栄
誉
賞

　

さ
ら
に
、
毎

年
受
け
入
れ
を

行
う
な
か
で
、

川
西
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
研

究
会
が
誕
生
し
、

地
元
の
食
材
を

活
用
し
た
食
事

の
提
供
や
、
受

講
者
の
受
け
入

れ
な
ど
の
活
動

サ
ポ
ー
ト
体
制

が
つ
く
り
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

か
け
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
「
身
体
を
使
っ
て
何
か
を
表
現

し
、
感
情
を
解
放
す
る
よ
ろ
こ
び

は
、
だ
れ
も
が
体
験
で
き
る
。」

こ
れ
を
基
本
に
、
住
所
・
年
齢
・

演
劇
体
験
の
有
無
を
い
っ
さ
い
問

わ
ず
に
学
生
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

体
験
入
学
時
に
は
１
０
０
人
を
超

す
新
人
が
舞
台
に
あ
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
県
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
年
齢
も
職
業
も
違
う
人
々

が
舞
台
に
上
が
り
、
一
つ
の
作
品

を
つ
く
り
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
は
現
在
も
「
菜
の
花
座
」
な

ど
多
く
の
劇
団
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
11
年
か
ら
は
、
小
学
生
を

対
象
に
子
ど
も
演
劇
教
室
も
開
講

し
ま
し
た
。
卒
業
生
の
な
か
に
は
、

置
賜
農
業
高
校
演
劇
部
員
と
し
て

全
国
に
誇
れ
る
演
劇
活
動
を
し
て

い
る
生
徒
も
い
ま
す
。

追
悼　

井
上
ひ
さ
し
先
生

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遅
筆
堂
文
庫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表　

阿
部

　孝
夫
さ
ん

　

井
上
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
１

か
月
。
遅
筆
堂
文
庫
で
は
、
記
帳

所
を
設
け
、
追つ

い
と
う悼

の
記
帳
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
特
に
休
み
の
日

を
中
心
に
全
国
各
地
か
ら
先
生
の

ご
逝せ

い
き
ょ去

を
惜
し
む
お
客
さ
ま
が
お

見
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

そ
の
蔵
書
の
多
さ
と
、
も
の
ご
と

を
よ
り
深
く
追
求
さ
れ
た
生
き
方

に
驚き

ょ
う
た
ん嘆さ

れ
、
蔵
書
に
あ
る
書
き

込
み
や
付ふ

せ
ん箋

、
そ
の
文
字
か
ら
井

上
先
生
そ
の
も
の
を
実
感
さ
れ
ま

す
。

　

遅
筆
堂
文
庫
は
、
井
上
先
生
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
書
籍
・
資
料
な
ど

22
万
余
点
を
保
管
し
、
そ
の
う
ち

10
万
５
千
点
を
閲
覧
（
一
部
貸

出
）
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま

す
。
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
は
、
井

上
先
生
と
一
緒
に
利
用
す
る
「
共

通
の
書
斎
」
と
し
て
の
側
面
も
あ

り
ま
し
た
。
い
わ
ば
贅ぜ

い
た
く沢
な
空
間

を
、
開
設
か
ら
23
年
間
に
わ
た
り

利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
き
た
感
が

あ
り
ま
す
。

　

開
設
時
、
先
生
は
、
遅
筆
堂
文

庫
堂
則
に
、「
人
類
の
遺
産
で
あ

り
先
人
の
智
恵
の
結
晶
で
も
あ
る

萬
巻
の
書
物
を
介
し
て
、
宇
宙
の

森
羅
万
象
を
観
察
し
、
人
情
の
機

微
を
察
知
し
、
あ
げ
て
個
人
の
自

由
の
確
立
と
共
同
体
の
充
実
と
い

う
二
兎
を
追
わ
ん
と
す
」「
個
と

全
体
と
の
幸
福
な
る
共
生
を
追
求

せ
ん
と
す
る
」「
我
等
は
只
今
よ

り
書
物
の
前
に
坐
し
、
読
書
に

よ
っ
て
、
過
去
を
未
来
へ
、
よ
り

よ
く
繋
げ
ん
と
欲
す
。」
と
記
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
遅
筆
堂
文
庫
開
設
の
精
神

は
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
変

わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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国
こく

分
ぶん

優
ゆう

希
き

さん

（玉　庭）

　本日成人式を迎えるこ
とができうれしく思って
います。
　現在、栃木県の大学に
通っていて、社会人リー
グや大学リーグのサッ
カーの審判をしています。
　将来はワールドカップ
の主審として活躍したい
です。

島
しま

貫
ぬき

結
ゆ

衣
い

さん

（下小松）

　久しぶりに川西町に
戻ってきて、友達みんな
と再会することができて
うれしいです。
　川西町は空気がおいし
くて都会にはない良さが
あると思います。

淀
よど

　奈
な お こ

保子さん
（吉　田）

　成人式を迎えることが
でき大人としての自覚を
感じるとともに、これま
で育ててくれた両親に感
謝しています。
　これからは歯科衛生士
になるために、さらに勉
強に励んでいきたいと思
います。

高
たかはしけんじろう

橋憲治郎さん

（上小松）

　本日成人式を迎えるこ
とができ、大変うれしく
思います。
　就職難の時代なので、
しっかりと就職活動をし、
エンジニアになるという
夢に向かって頑張ってい
きたいと思います。

新成人の 声

（小　松）

松
ま つ だ

田みなみさん

２０歳

▼

成人者を代表して答辞を述べる
宮田香月さん（玉庭）

▼

町より記念品の贈呈をうける勝見渡さん（下小松）

　５月３日、フレンドリープラザを会場に「平成２２年度成
人式」が行われました。
　今年の新成人は、平成元年４月２日から平成２年４月１日
までに生まれた１９７名。（男８８名、女１０９名）
　記念行事では「アニバーサリーバンド」による演奏が行わ
れ、会場は大いに盛り上がりました。
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町 街 まちのニュース町 街 まちのニュース

　

５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
に
小
松

の
ま
ち
が
遊
び
の
広
場
に
な
り
ま
し
た
。

　

羽
前
小
松
駅
前
で
は
、
置
賜
農
業
高
校
生

に
よ
る
ダ
ン
ス
の
発
表
に
は
じ
ま
り
、
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
・

須
貝
智
郎
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
駅
東
口
広
場

で
は
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
試
乗
や
ポ
ニ
ー
の
乗
馬
体

験
、
小
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
子
ど
も
た

ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ひ
ょ
う
た
ん
島
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
が
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
ポ

イ
ン
ト
地
点
に
訪
れ
、
楽
し
い
会
話
が
は

ず
ん
で
い
ま
し
た
。

▲置賜農業高校生による食育ミュージカル

　

　

５
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
川
西
支

店
東
側
駐
車
場
で
、
今
年
度
初
め
て
の
こ
ま

つ
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ま
つ
市
は
11
月
ま
で
原
則
毎
月
第
２

週
の
土
曜
日
（
午
前
7
時
～
９
時
）
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
町
の
商
業
者
や
産
直

等
20
団
体
が
そ
ろ
え
た
新
鮮
な
食
材
や
特
産

品
を
買
い
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
買
い
物
客
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
母
の
日
特
集
が
組
ま
れ
、
母

の
日
用
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
特
産
品
や
ア

レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
買
い
求
め
る
人
で

会
場
は
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

４
月
25
日
、
町
民
総
合
体
育
館
を
会
場

に
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
合
同
入
団
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
集
ま
っ
た

団
員
を
代
表
し
て
、
小
松
野
球
・
ラ
グ
ビ

ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
金
子
達
哉
君
（
小

松
小
６
年
）
が
団
員
綱
領
を
力
強
く
読
み

上
げ
、
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

入
団
式
の
後
は
、
立
ち
幅
跳
び
や
時
間

往
復
走
な
ど
５
種
目
の
体
力
テ
ス
ト
に
臨

み
ま
し
た
。

　

団
員
た
ち
は
、
自
分
の
体
力
を
ふ
り
し

ぼ
り
、
自
己
の
限
界
に
挑
戦
し
、
未
来
の

ス
ー
パ
ー
ア
ス
リ
ー
ト
を
目
指
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
し
た
。

▲にぎわいをみせるこまつ市会場 ▲立ち幅跳びに挑戦する子どもたち

　

５
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
、
ダ
リ
ヤ
園

多
目
的
広
場
で
ダ
リ
ヤ
の
球
根
販
売
イ
ベ

ン
ト
「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
１
０
０
種
類
を
超
え

る
ダ
リ
ヤ
の
球
根
の
中
か
ら
、
写
真
を
み

な
が
ら
、
自
分
の
気
に
入
っ
た
種
類
の
球

根
を
購
入
で
き
る
も
の
。
町
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
思
い
思
い
の
球
根

を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
同
会
場
で
は
、「
か
わ
に
し
花
づ

く
り
銀
行
」
の
球
根
や
花
苗
の
貸
し
出
し

も
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
に
も
多
く
の
会
員
の

方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
、
川
西
国
際
交
流
協
会
「
煌
」
の
設
立

総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
会
は
外

国
の
方
々
と
の
理
解
と
交
流
を
深
め
、
友

好
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
た
も
の
。
総
会
で
は
、
会
の
発
足
の

た
め
に
検
討
を
行
っ
て
き
た
設
立
準
備
委

員
会
の
発
起
人
、
船
木
智
幸
さ
ん
（
上
小

松
）
が
会
の
代
表
と
し
て
選
任
さ
れ
、
今

後
の
事
業
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
し

て
パ
ラ
グ
ア
イ
の
小
学
校
で
２
年
間
教
諭

を
務
め
た
、
三
澤
和
沙
さ
ん
（
小
国
町
）

に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲設立総会に参加する会員

▲歌に合わせて楽しく手拍子▲小松幼稚園の園児が植樹をする様子

　
え
き
・
ま
ち
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
＆
ひ
ょ
う
た
ん
島
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

毎
月
第
２
週
の
土
曜
日
は
「
こ
ま
つ
市
」
へ

　

輝
く
未
来
に
ジ
ャ
ン
プ
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

　

大
盛
況
！
ダ
リ
ヤ
の
球
根
販
売

　

国
際
交
流
の
発
展
に
向
け　
「
煌
フ
ァ
ン」
設
立

　

置
賜
公
園
に
桜
の
苗
木
を
植
樹

　

４
月
か
ら
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が

吉
島
幼
稚
園
内
に
移
設
と
な
り
、
開
所
式

が
４
月
14
日
園
内
遊
戯
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
北
斗
幼

稚
園
の
マ
マ
友
さ
ん
た
ち
に
よ
る
マ
ス
ゲ

ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

遊
戯
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
は
ず
む

声
や
か
け
る
足
音
が
こ
だ
ま
し
、
に
こ
や

か
な
顔
が
あ
ふ
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、

あ
そ
び
仲
間
が
増
え
楽
し
そ
う
に
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
の
新
た
な
語
ら
い
の
場
所
と
な

り
、
ま
た
子
育
て
が
よ
り
楽
し
く
な
る
よ

う
な
素
敵
な
広
場
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
月
20
日
、「
花
回
廊　

よ
う
ざ
ん
ろ

ー
ど
」
を
つ
く
る
会
の
第
10
回
植
樹
祭
が

置
賜
公
園
で
行
わ
れ
、
桜
の
苗
木
が
植
樹

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
花
回
廊　

よ
う
ざ
ん
ろ
ー
ど
」
を
つ

く
る
会
（
会
長
・
高
橋
俊
龍
）
は
、
置
賜

出
身
の
関
東
在
住
の
方
で
結
成
さ
れ
た
会

で
、
桜
回
廊
で
ふ
る
さ
と
を
盛
り
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
置
賜
管
内
の
各

市
町
で
桜
の
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

植
樹
さ
れ
た
桜
の
苗
木
は
エ
ド
ヒ
ガ
ン

や
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
20
本
。
１
０
０
名

を
超
え
る
参
加
者
や
小
松
幼
稚
園
の
園
児

に
よ
り
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

楽
し
い
子
育
て　

ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場
ス
タ
ー
ト

　

▲ダリヤの栽培のこつをアドバイス

▲小松小学校の児童による全校応援

▲練習を通して仲間づくり・体力づくり

柔
道
ク
リ
ニ
ッ
ク

５
   １
～３

   ２７
～２９

４

県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
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　国土利用計画は、将来１０年間の土地利用について
計画するもので、町土の無秩序な乱開発を防止するだ
けでなく、町の将来を創造することで地域の活性化や
私たちの生活に結びつけるものです。
　町では、平成１４年に「第３次川西町国土利用計画」
を策定し、計画期間を平成２２年と定め町土の適正な
土地利用を図ってきました。
　このたび、新たに第４次川西町国土利用計画を策定
することから町では、「川西町国土利用計画委員会」
を設置し、町民の方からご意見等をいただきたいので、
ぜひご応募ください。
●応募資格　町内在住の２０歳以上の方
●募集人員　３名程度
●任　　期　平成２３年３月３１日
●会議回数　３回程度
●応募方法　応募用紙に所定の事項を記入し、町改
　革推進課へ郵送またはFAXで応募ください。（各
　地区交流センターへの提出も可能です。）
●応募用紙　応募用紙は、町改革推進課または各
　地区交流センターにあります。
●締め切り　５月２６日㈬
問町改革推進課　政策調整グループ
☎４２－６６９５・ＦＡＸ４２－２７２４

男女共同参画のまちづくり会議委員募集
　町では平成１８年度から５か年の川西町男女共同参
画計画を策定し、様々な事業を推進しています。今年
度は、計画の最終年度となり、来年度からの新たな第
２次川西町男女共同参画計画を策定します。
　このたび、新たな男女共同参画計画の策定に対して、
ご意見やご提言いただく	“男女共同参画のまちづくり
会議”委員を募集します。
●内 容・新たな男女共同参画計画策定について意

見交換をします。
・現行の男女共同参画の施策が計画に沿っ
て進められているかを確認します。

●応募資格　町内在住または、在勤の１８歳以上の方
●募集人員　３名程度（委員１５名中）
●任 期　２年間
●会議回数　年間４回程度
●応募方法　応募用紙に所定の事項を記入し、郵送
　またはＦＡＸで応募ください。
●応募用紙　応募用紙は、町協働のまちづくり課、　
　各地区交流センター、町のホームページにあります。
●締め切り　５月２４日㈪
問町協働のまちづくり課　生涯学習グループ
☎４２－６６６８・ＦＡＸ	４２－２１１０

若
者
未
来
塾

～
町
長
と
語
る 

川
西
の
未
来
～

　

自
分
が
暮
ら
し
て
い
る
町
の
未
来
を
、
町
長
と
と
も
に
考
え

ま
せ
ん
か
？

　

ゲ
ス
ト
に
、
ア
イ
デ
ィ
ア
社
長
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
山

形
鉄
道
の
野
村
浩
志
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

▼
対　

象
：
お
も
に
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
出
身
の
20
～
30
代
の

男
女

▼
日　

時
：
６
月
４
日
㈮
午
後
７
時
～

▼
会　

場
：
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ　

ロ
ビ
ー

▼
ゲ
ス
ト
：
山
形
鉄
道
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長　

野
村
浩
志
氏

▼
内

容
：
①
原
田
町
長
×
野
村
社
長

対
談
テ
ー
マ
「
20
代
の
私
」

②
参
加
者
と
の
懇
談

③
町
長
か
ら
未
来
へ
の
提
案

▼
応
募
方
法
：
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
町
改
革
推
進
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り
：
６
月
２
日
㈬

問
町
改
革
推
進
課　

政
策
調
整
グ
ル
ー
プ　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
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６
６
９
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Ｆ
Ａ
Ｘ
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－

２
７
２
４

男女共同参画って何だろう？
これから先をどんなふうに生きていった
らいいだろう？
そんなことを一緒に考えてみませんか？

参
加
者 

    

募
集
！

　

町
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
住
宅
を
新
築
さ
れ

る
方
に
「
川
西
町
木
材
製
品
利
用
住
宅
建
築
奨
励

助
成
制
度
」
に
よ
り
助
成
を
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
町
内
で
の
木
材
需
要
の
促
進
と

町
内
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、
置
賜
産
材
な
ど

を
使
用
し
て
木
造
住
宅
等
を
建
築
す
る
方
に
対

し
て
助
成
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

●
受
給
で
き
る
方

　

年
度
内
に
町
内
に
建
築
さ
れ
る
住
宅
等
で
助

成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
左
記
の
①
～
③
全
て
に

該
当
す
る
場
合
で
す
。

①
置
賜
産
の
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
。

②
町
内
建
築
業
者
が
施
工
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

③
新
築
も
し
く
は
増
改
築
さ
れ
る
住
宅
等
で
、
申

請
す
る
方
が
住
居
専
用
と
し
て

使
用
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

●
助
成
内
容

　

３０
万
円
以
上
の
置
賜
産
木
材
を
使
用
す
る
場

合
が
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。
助
成
金
額
は
、
助

成
対
象
経
費
の
２０
％
以
内
の
額
で
最
高
３０
万
円

が
助
成
さ
れ
ま
す
。（
助
成
金
額
が
３０
万
円
未
満

の
場
合
、
１
０
０
０
円
未
満
の
額
は
切
り
捨
て
に

な
り
ま
す
。）

問
町
産
業
振
興
課　

農
業
企
画
グ
ル
ー
プ

☎
４２
─
６
６
４
１

住
宅
を
新
築
さ
れ
る
方
を
助
成
し
ま
す

住
宅
を
新
築
さ
れ
る
方
を
助
成
し
ま
す

（
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
実
践
活
動
助
成
事
業
）

　

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
、
町
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
、町
民
の
皆
さ
ん
（
団
体
、グ
ル
ー
プ
）
が
自
主
的
・

主
体
的
に
行
う
事
業
、
地
域
活
動
等
に
対
し
支
援
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
事
業

　（１）
地
域
間
交
流
事
業	

（２）
世
代
間
交
流
事
業	

（３）
人
材
育
成
事
業

（４）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
事
業　

（５）
産
業
創
造
育
成
（
特
産
品
開
発
、

生
産
加
工
等
）
事
業　

（６）
子
ど
も
育
成
事
業　

（７）
イ
ベ
ン
ト
（
研

修
会
等
含
む
）
開
催
事
業　

（８）
そ
の
他
町
長
が
特
に
認
め
る
事
業

●
対
象
者

　

自
治
会
お
よ
び
町
内
に
所
在
す
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ
（
た
だ
し

こ
れ
ま
で
当
事
業
を
活
用
し
た
こ
と
の
あ
る
団
体
等
は
対
象
外
と

し
ま
す
。）

●
対
象
経
費

　

補
助
金
の
対
象
と
な
る
経
費
は
食
糧
費
等
を
除
い
た
経
費

●
補
助
額

　

補
助
対
象
経
費
の
１０
分
の
１０
以
内
。
１
事
業
１５
万
円
を
上
限
と

し
ま
す
。

●
申
請
方
法

　

町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
へ
所
定
の
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
締
め
切
り

　

平
成
２２
年
６
月
１０
日
（
木
）

●
採
否
決
定

　

申
請
書
提
出
後
、
審
査
を
行
い
、
予
算

の
範
囲
内
に
お
い
て
事
業
の
採
否
を
決
定

し
ま
す
。

問
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課　

ま
ち
づ
く
り
推
進
グ
ル
ー
プ

☎
４２
─
６
６
１
３

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し
ま
す

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

エ
コ
な
〝
く
ら
し
〟
を
お
手
伝
い

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

　

町
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
に
、
今
年
度
か
ら

太
陽
光
発
電
設
置
費
用
の
上
乗
せ
補
助
制
度
を
設
け
ま
し

た
。
国
の
補
助
制
度
と
併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
対

　
　象

　

国
の
平
成
２２
年
度
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援
対
策

補
助
事
業
の
交
付
決
定
を
受
け
た
方
で
、
居
住
す
る
町
内

の
住
宅
ま
た
は
敷
地
内
の
車
庫
等
に
新
規
に
設
置
す
る
方
。

●
補
助
金
額
（
町
上
乗
せ
分
）

　

対
象
シ
ス
テ
ム
の
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
（
４
ｋｗ
を
上

限
）
に
、
３
万
円
を
か
け
た
額
。
最
大
１２
万
円
。（
端
数
が

出
た
場
合
は
１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

【
例
】
４
ｋｗ
の
場
合

	

【
国
の
補
助
金
７
万
円
／
ｋｗ
】	+

  

【
町
の
補
助
金
３
万
円
／
ｋｗ
】

	

７
万
円
×
４
ｋｗ
＝
２８
万
円	

　
　

３
万
円
×
４
ｋｗ
＝
１２
万
円

　
　
　

=

合
計

　４０
万
円
の
補
助

●
補
助
件
数

　

１０
件
程
度　

先
着
順
に
受
け
付
け
、予
算
（
１
２
０
万
円
）

に
達
し
た
段
階
で
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
請
方
法

　

町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
に
所
定
の
申
請
書
と
国
の
補

助
事
業
交
付
決
定
通
知
書
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
の
補
助
金
の
詳
し
い
内
容
は
、
Ｊ
│
Ｐ
Ｅ
Ｃ
太
陽
光
発

　

電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
（http://w

w
w

.j-pec.or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課	

ま
ち
づ
く
り
推
進
グ
ル
ー
プ

☎
４２
─
６
６
１
３
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対象者：①６５歳以上の※特定高齢者のうち、運動器の機
能が低下しているまたはそのおそれのある方
②６５歳以上の高齢者で腰痛、膝痛、足腰の衰
えなどで今後生活機能低下のおそれのある方

内　容：理学療法士などによる運動器の機能向上に係
る個別の計画を作成し、その計画に基づいた
有酸素運動やストレッチなどを行います。

　　　　週１回　全１３回開催予定。
場　所：農村環境改善センター
利用料：１回３００円（送迎込み）
問地域包括支援センター　☎４６－５５１１

■元気アップ教室【足腰元気コース】

対象者：６５歳以上の高齢者で、基本チェックリスト
のうつ予防・支援の項目のうち３項目以上該
当する方

内　容：保健師による家庭訪問、個別ケア。
利用料：無料
問健康福祉課健康チーム　☎４２－６６４０

●うつ予防訪問事業

対象者：①６５歳以上の※特定高齢者のうち、口腔機能
の向上の取り組みが必要な方

内　容：言語聴覚士などの指導により、口腔内の健康
を保つための指導や、摂食・嚥下機能を向上
させる訓練などを行います。

　　　　週１回　全１３回開催予定。
場　所：農村環境改善センター
利用料：１回３００円（送迎込み）
問地域包括支援センター　☎４６－５５１１

 ■元気アップ教室【お口元気コース】 

対象者：要介護３以上に認定された方で常時おむつを
必要とする方（介護保険施設などへの入所者
を除く）の介護者のうち、世帯全員が町民税
非課税又は均等割のみ課税の方

内　容：紙おむつを購入できる助成券（１月あたり町
民税非課税世帯３,０００円・町民税均等割のみ
課税世帯２，０００円）を年４回支給します。

問健康福祉課介護支援チーム　☎４２－６６３８

●紙おむつ（介護用品）購入支援事業

対象者：６５歳以上の高齢者で、外出する機会が少な
く家に閉じこもりがちな方

内　容：６月から月に１回、浴浴センターまどかを会
場に、ヨガやストレッチなどの軽体操や参加
者同士の交流を行います。（送迎、昼食、入
浴有り）

場　所：浴浴センターまどか
利用料：１回１，０００円　　※P１６に募集記事あります。
問健康福祉課健康チーム　☎４２－６６４０

●まどか　すこやか塾

対象者：６５歳以上の高齢者で、ひとり暮らしの方
内　容：日常生活の便宜を図るため、電磁調理器など

の日常生活用具を給付または貸与します。
利用料：町民税の額により一部費用を負担していただ

きます。
問健康福祉課福祉チーム　☎４２－６６３５

●日常生活用具給付事業

対象者：６５歳以上の高齢者で、緊急時に不安を抱え
るひとり暮らしまたは高齢者のみの世帯の方

内　容：緊急時にボタンを押すだけで警備員に連絡で
きる装置を設置します。

利用料：１か月あたり５５０円
問健康福祉課福祉チーム　☎４２－６６３５

●緊急通報システム設置事業

対象者：自力で除雪することができないおおむね６５
歳以上の高齢者で、ひとり暮らしまたは高齢
者のみの世帯の方のうち世帯全員が町民税非
課税の方

内　容：除雪作業員を派遣するとともに、一定の費用
を援助します。

問健康福祉課福祉チーム　☎４２－６６３５

●老人除雪支援事業

対象者：要介護３以上に認定された方で在宅で寝たき
りの方

内　容：寝たきりなどの心身上の理由から、理髪店や
美容院に出向くことができない方の自宅に理
美容師が訪問し、理美容サービスを行います。

利用料：訪問のための出張・移動に要する経費の一部
問健康福祉課福祉チーム　☎４２－６６３５

●訪問理美容サービス事業

対象者：成年後見人等の申し立てが必要な方で世帯全
員が町民税非課税の６５歳以上の高齢者又は
その家族の方

内　容：認知症や障がいなどにより判断能力や意思能
力が不十分な方が、地域で安心して生活でき
るよう成年後見人制度に対する相談や支援を
行います。

料　金：無料
問地域包括支援センター　☎４６－５５１１

●成年後見制度利用支援事業

※
特
定
高
齢
者

　

今
後
、
介
護
や
支
援
が
必
要
と
な
る
可
能
性
が
高
い
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
健
診
や
訪
問
活
動
、
関
係
機
関
か
ら
の
連
絡
を
受
け
て
２５
項
目
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
実
施
し
、

定
め
ら
れ
た
項
目
に
該
当
し
た
方
を
「
候
補
者
」
と
し
て
選
定
し
ま
す
。
さ
ら
に
医
師
に
よ
る
生
活
機
能
評
価
を
経
て
、
最
終
的
に
特
定
高
齢
者
を
決
定
し
ま
す
。

町が行う高齢者を対象とした事業です
　６５歳以上の高齢者で、元気な方から介護が必要になる可能性のある方まで、また
は介護が必要になった方で施設に入所されていない方を対象として、これまで住み慣
れた場所で生活を続けることができるよう、今年度次の事業を行います。

通所型事業

家族介護者支援事業

その他の事業

支給・支援型事業

対象者：６５歳以上の高齢者で、ひとり暮らしの方、
高齢者のみの世帯の方、高齢者以外の家族も
いるが日中は高齢者のみとなる家庭の方のう
ち、家に閉じこもりがちな方

内　容：閉じこもりや認知症予防を目的に、レクリ
エーションや軽体操、趣味活動、健康講座など
を行います。また、介護サポーターなど地域
ボランティアの人材育成も併せて行います。

場　所：社会福祉協議会（川西診療所内）
利用料：１回１,２００円（送迎、昼食付き・生活保護世

帯の方は無料）及び材料費などの実費
問健康福祉課介護支援チーム　☎４２－６６３８

●すこやかサロン（認知症予防事業）

対象者：介護を要する方の介護を行っている家族の方
や介護に関心のある方

内　容：介護者の介護にかかる負担の軽減を図るた
め、介護予防や介護の方法、介護をする方
の健康づくりなどの知識または技術を習得す
るための教室を開催します。

利用料：無料（実費を負担していただく場合があります。）
問そよ風の森　☎４６－２１２１

●家族介護教室

対象者：おおむね６５歳以上の高齢者で、家に閉じこ
もりがちな方

内　容：生きがい活動や仲間づくりができるように、
地域の公民館などを活用して気軽に集える場
を提供します。

利用料：無料（実費を負担していただく場合があります。）
問川西町社会福祉協議会　☎４６－３０４０

●いきいきサロン（地域介護予防活動支援事業）

対象者：介護を要する方の介護を行っている家族の方
内　容：介護者の心身の元気回復と孤立感の解消を図

るため、介護の悩みを相談したり、介護者相
互の情報交換や交流の場を提供します。

利用料：昼食代等の一部を負担していただく場合があ
ります。

問健康福祉課介護支援チーム　☎４２－６６３８

●ほっと広場（家族介護者交流事業）

対象者：おおむね７５歳以上の高齢者
内　容：各地区交流センターを会場に行う健診の結果

説明会に合わせて、元気で明るい毎日が送れ
るよう理学療法士等による介護予防について
の講話や実技を行ないます。

場　所：各地区交流センター
利用料：無料
問健康福祉課健康チーム　☎４２－６６４０

●はつらつ健康教室

対象者：平成２２年度に７０歳になる国民健康保険の方
（生年月日が昭和１４年４月２日から昭和１５年
４月１日までの方）

内　容：高齢受給者証の交付時に、介護予防について
の講話や軽体操を行います。

参加費：無料
問健康福祉課健康チーム　☎４２－６６４０

● 70 歳到達者健康教室

●生活援助員派遣事業
対象者：要介護（支援）認定を受けていない６５歳以

上の高齢者で、日常生活を営むのに支障のあ
るひとり暮らしの方や高齢者のみの世帯の方

内　容：介護予防、自立支援を目的にホームヘルパー
を派遣し、掃除や買い物などの家事援助を行
います。

利用料：１時間４００円（生活保護世帯の方は無料）
問健康福祉課介護支援チーム　☎４２－６６３８

●高齢者大学における講話
対象者：高齢者大学受講者および希望者
内　容：元気でいきいきとした生活が送れるよう、高

齢者大学の全体学習会（公開講座）において
講演会を行います。
第１回　５月２７日㈭
　　　　｢笑顔で毎日過ごすために｣
　　　　　講師：関谷　良寛氏
　　　　　　　　（甲子大黒天本山住職）
第２回　１０月１４日㈭
　　　　｢高齢者は町の宝だ！｣
　　　　　講師：伊藤美代子氏
　　　　　　　　（月刊ほいずん編集発行人）

参加費：無料
問協働のまちづくり課　☎４２－６６６８

●介護予防サポーター養成講座
対象者：介護予防に関心があり、介護予防の普及活動

を推進していただける方
内　容：認知症やねたきりなど、要介護状態にならな

いための介護予防の知識を修得していただ
き、地域のお年寄りに介護予防についての普
及活動を行なっていただく介護予防サポー
ター養成のための講座を開講します。

参加費：無料　　　　　　※P１６に募集記事あります。
問地域包括支援センター　☎４６－５５１１

●脳いきいき教室
対象者：６５歳以上の高齢者で、積極的に健康づくり

に取り組みたい方
内　容：６月から月１〜２回程度、体育館で軽体操や

レクリエーション、健康づくりに関する講話
など、年間を通して「健康づくり」に取り組
みます。

場　所：町民総合体育館
利用料：１回１５０円（体育館利用料）
　　　　※初回のみ保険料として６００円が必要です。
問健康福祉課健康チーム　☎４２－６６４０
　町民総合体育館　☎４６－２２７７

訪問型事業

介護予防、健康づくりにご利用ください介護予防、健康づくりにご利用ください介護予防、健康づくりにご利用ください
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障がいやその心配に　　
　　ついての教育相談

　山形県教育委員会が主体となり、障がいやその心配
のあるお子さんについて、療育や就学などに関する無
料相談を行います。秘密は厳守されますので、気軽に
ご相談ください。

県教育センターにおける相談
◇対象：幼児・児童・生徒とその保護者
◇方法：電話相談や来所相談（来所は要予約）
◇相談窓口
・「すくすくダイヤル」
　　　　　　　☎０２３－６５４－８１８１
　　　　　　　月〜金（平日）９：００〜１６：００
　　　　　　　☎０２３－６５４－８３８３
　　　　　　　月〜金（平日）８：３０〜２０：３０
　　　　　　　土・日・祝祭日８：３０〜１７：３０
・いじめ相談　☎０２３－６５４－８３８３　２４時間受付
・来所相談　　月〜金（平日）９：００〜１６：００
　　　　　　　☎０２３－６５４－８１８１　（予約受付）
・メール相談　non-ijime@pref.yamagata.jp

にこにこ相談
◇対象：幼児・児童・生徒の保護者
◇方法：来所相談
◇場所・期日・申込締切
▼米沢会場「県立米沢養護学校」　　　　 ☎３８－６１０１

▼長井会場「長井市置賜生涯学習プラザ」
☎０２３８－８４－６９００

◇申込先：第１・３・４回　山形県教育センター
☎０２３－６５４－６０６０

　　　　　第２回　町教育委員会教育総務グループ
☎４２－６６５９

地域教育相談窓口
◇対象：ことばの障がいやその心配のある幼児とその保護者
◇方法：電話相談や来所相談（来所は要予約）
◇日時：月・火・水曜日９：００〜１６：００
◇相談窓口：米沢市立興譲小学校内☎２２－８０４０
　　　　　　長井市立豊田小学校内☎０２３８－８８－９３１４

期　　日 申込締切
第１回 ６月１１日㈮ ５月２８日㈮
第２回 ７月２７日㈫ ７月６日㈫
第３回 １０月１９日㈫ １０月４日㈪
第４回 １月２７日㈭ １月１３日㈭

期　　日 申込締切
第１回 ６月８日㈫ ５月２５日㈫
第２回 ８月３日㈫ ７月１３日㈫
第３回 １０月２６日㈫ １０月１２日㈫
第４回 ２月１日㈫ １月１８日㈫

川西中学校の校章
デザイン決定！

　来春開校予定の川西中学校の校章デザイン公募に、
全部で２５２点の応募をいただき、校章選定委員会で審
査した結果、川西第一中学校３年生の木村遥香さんの作
品が選ばれました。
　このデザインは、川西町を表すダリヤと統合を表す
三角形を基調としたもので、三角形を重ねて星の形に
することで生徒一人ひとり、川西町が輝く願いが込め
られています。
　また、制服は今年の新１年生から新しいデザインに
変わりました。このデザインは開校準備委員会制服専
門部会で検討を行い選定しました。男子はブレザー、
ズボン、ネクタイ、女子はブレザー、スカート、リボンとなっ
ています。
問町教育総務課　教育総務グループ☎４２－６６５９

▼

川西中学校の校章（デザイン画）

▼

川西中学校冬制服

▼

川西中学校夏制服
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町農業委員会からのお知らせ
　春の農繁期を迎え本格的な農作業の時期となりました。
　町農業委員会では、これまでの標準小作料に代わり「参考賃借料」を定めましたので、秋の清
算に向けて今から話し合いを進められるようお願いします。
　なお、これまで契約された内容を変更される場合は、地元の農業委員または町農業委員会へご
相談ください。

注　意
①水田の参考賃借料、置賜農業共済組合引受基準収穫量により設定しています。耕作不便等、利用条件の悪い水田については、
　その実態を配慮し当事者間で十分話し合って決めてください。
②水利費や土地改良区の経常賦課金、維持管理賦課金等の経常経費については、耕作者（借り手）が負担、土地改良工事費等（償
　還賦課金等）は所有者（貸し手）が負担することを参考賃借料の基本としています。
③転作を加味した参考賃借料です。 問町農業委員会　☎ 42 －６６４６

　灯油等の油流出事故が多発しています。
　油の流出は、河川の水質や動植物の生態系に大きな影響
を与えます。給油の際の確認や給油施設のこまめな点検を
励行しましょう。
油流出事故を防ぐための心がけ！

◎その場を離れない・目を離さない
　ホームタンクなどから灯油等を小分けするときは絶
対にその場を離れないようにしましょう。

◎定期点検を怠らない
　配管やホームタンクの定期点検に努めましょう。

　万が一油流出があった場合はすぐ連絡してください。
　問町住民生活課　環境衛生グループ　☎ 42 － 6618
　　町消防署　　　　　　　　　　　　☎ 42 － 3700

油流出事故が多発しています！油流出事故が多発しています！

５月は不法投棄パトロール強化月間です

危険物安全週間危険物安全週間（６月６日～１２日）

　「危険物　事故は瞬間　無事故は習慣」を統一標語に
全国一斉に危険物安全週間が実施されます。
　近年、全国的に石油類などの取り扱いにかかる事故
が増加傾向にあります。危険物は、私たちの生活には
無くてはならない便利な物となっている反面、一つ取
り扱いを間違えると一瞬に大事故につながります。事
故の原因の多くは慣れや油断からくる誤った取り扱い
や、うっかりミスなどの人的要因に基づいたものです。
　危険物を取り扱うときは、もう一度安全を確認しま
しょう。

６月１日は人権擁護委員の日６月１日は人権擁護委員の日
人権擁護委員制度をご活用ください！

　町では、特設人権相談所を次のとおり開設します。
夫婦・家族間のいざこざ、学校でのいじめ、子供・高
齢者への虐待、近所とのトラブルなどどんな小さなこ
とでも、気軽にご相談ください。相談は無料で秘密は
厳守いたします。
●日　　時　　６月２日（水）午後１時３０分〜４時
●場　　所　　町中央公民館
●人権擁護委員の皆さんを紹介します！
島貫　明さん（上小松）　鈴木　紀子さん（小　松）
河野　嵩さん（西大塚）　山口由紀子さん（堀　金）
高根　功さん（尾長島）　今野　　弘さん（中小松）

５月は民生委員・児童委員活動強化月間です５月は民生委員・児童委員活動強化月間です
　民生委員・児童委員はこのような活動を取り組んで
います。
キャッチフレーズ「広げよう地域に根ざした思いやり」
１．安心して住み続けることができる地域社会づくりに貢
　　献します。
２．地域社会での孤立・孤独をなくす運動を提案し行動し
　　ます。
３．児童虐待や犯罪被害などから子どもを守る取り組みを
　　進めます。
４．多くの福祉課題を抱える生活困難家庭に粘り強く接し、
　　地域社会とのつなぎ役を務めます。
５．日頃の活動を活かし、災害時に要援護者の安否確認を
　　行います。

民生委員・児童委員にご相談ください。

知的障害者相談員のご紹介
　このたび、知的障害者相談員とし
て、遠藤美代子さんが県から委嘱さ
れました。任期は平成２３年３月３１日
までです。お気軽にご相談ください。

農　地　区　分 参考賃借料（円） 算定基準収穫量（㎏） 備　　　考

水田（水稲）＋転作

A地区 20,000 600 600㎏以上の生産地域
B地区 15,000 570 570㎏以上 600㎏未満の生産地域
C地区 10,000 540 540㎏以上 570㎏未満の生産地域
D地区 7,000 520 540㎏未満の生産地域

畑 普通畑 4,000 主たる作物として、バレイショ・大根の１年２作（町内全域）

水田・普通畑の参考賃借料（１０アール当たり）

遠 藤 美代子さん（上小松）☎４２―２８７７

ごみをみだりに捨てると法律で処罰されます。
• 不法投棄１１０番電話
　　☎２６－６０３４（置賜総合支庁環境課内）
• 川西町不法投棄窓口電話
　　☎４２－６６１８（町住民生活課内）

　なお、不法投棄１１０番電話については、
強化月間のみでなく常時開設しております。

ごみをみだりに捨てると法律で処罰されます。
• 不法投棄１１０番電話
　　☎２６－６０３４（置賜総合支庁環境課内）
• 川西町不法投棄窓口電話
　　☎４２－６６１８（町住民生活課内）

　なお、不法投棄１１０番電話については、
強化月間のみでなく常時開設しております。
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　平成 21 年度の町税や保険料・使用料等の納付は、各納期までに納めていただいておりますが、
納め忘れや事情等により納めることが出来なかった方については、遅くとも 5月 31 日までに必ず
納めてください。
　町では税金の未納防止のために、催告訪問等さまざまな対策を行っておりますが、この時期は

重点的にご家庭を訪問し、納付催告を行っています。
　催告に対し、何も連絡がない方や納付いただけない方については、国税徴収法及び地方税法の規定に基づき、
預金の差押や車のタイヤロック等により強制的に納めていただくことになりますので、そのようなことになる前
に納付をお願いいたします。

問町税務収納課 収納対策グループ☎４２－６６３４

平成２１年度分の町税や保険料・使用料の納め忘れはありませんか？

「多重債務」等でお困りではありませんか？
　消費者金融など複数からの借入があり、ローン返済・税・料金の納付に困窮している方は、下記無料相
談をご活用ください。相談は事前予約が必要な場合もありますので、各連絡先まで問い合わせください。
相談の結果、過払い金が戻ってくるケースも多くあります。

◆法テラス　日本司法支援センター山形地方事務所　☎ 0503383-5544
　　国が設立した公的な法人で、法律に詳しい専門職員が、法制度の紹介、関係機関の

紹介を行っています。また、収入が少ない方への弁護士による無料相談、弁護士 ･
司法書士費用の立替も行っています。（例：賃金不払い等の労働問題、多重債務等の
金銭貸借、相続 ･遺言ほか）

◆山形県弁護士会　法律相談センター　☎ 023-635-3648
　　弁護士が、相談者にとって最適 ･最善な方法によって多重債務を解決します。相談

場所は山形市内の各登録弁護士事務所。相談料は初回無料です。
◆山形さくらんぼの会　☎ 023-633-9353

　　クレジット・サラ金による被害の根絶及び生活再建を目的として、この趣旨に賛同
する弁護士・司法書士が、多重債務等の相談や生活再建支援を行うボランティア団
体です。

●無料相談日程　毎週火曜　１８：００～２０：００
◆山形県高齢者総合相談センター　☎ 023-622-6511

　　山形県社会福祉協議会の機関。高齢者とその家族に安心して暮らしていただくため
の情報提供と相談のセンターです。

●生活・福祉・健康の相談：月曜～金曜　   ９：００～１７：００
●法律の相談：毎週月曜　  １３：３０～１６：００
●税金の相談：偶数月の第１水曜　 １３：３０～１６：００
●認知症の相談：毎週火・金曜　  １３：３０～１６：００

　　※相談は電話・来所ともに可能です。匿名でも構いません。

STOP
滞納

倒産 , 解雇 , 雇い止めなどにより離職された方へ
平成２２年４月から国民健康保険税が軽減されます

◆対 象 者　失業等給付を受け、離職時に６５歳未満である次の方。
（１）雇用保険の特定受給資格者	（倒産・解雇などによる離職）で、雇用保険受給
資格者証の離職理由コードが１１・１２・２１・２２・３１・３２の方。

（２）雇用保険の特定理由離職者（雇い止めなどによる離職）で、雇用保険受給資
格者証の離職理由コードが２３・３３・３４の方。

◆軽 減 額　　国民健康保険税は、前年の所得などにより算定されますが、前年の給与所得をそ
の３０／１００とみなして軽減します。

◆軽減期間　　離職の翌日から翌年度末までの期間です。	ただし、国民健康保険に加入中は、
途中で就職しても引き続き対象となりますが、会社の健康保険に加入するなど国民
健康保険を脱退すると終了します。

※制度が始まる前の失業も対象となります。平成２１年３月３１日から平成２２年３月３０日
までに離職された方は、平成２２年度に限り国民健康保険税が軽減されます。
※軽減を受けるには申請が必要です。雇用保険受給資格者証と印鑑をご持参のうえ、町税務収
納課までおいでください。
問町税務収納課　町税グループ　☎４２－６６２２

長期未納者については、6 月に差押を執行します。

各 種 検 診 の お 知 ら せ
町では、5 月～ 12 月にかけて各地区交流センター等を会場に
各種検診を実施します。
自分自身の健康状態を知り生活習慣を見直すための健康診査
や、各種がんの早期発見のための検診などが行われます。

※申し込みいただいた方の各種検診票は、健康推進班（衛生婦人班）の方を通して事前に配布いたします。お申し込
　みのない方で、検診希望の方は下記にお申し込みください。

申込・問い合わせ先　町健康福祉課 健康グループ　☎４２－６６４０

介護予防サポーター養成講座受講者を募集します
　認知症や寝たきりなど、要介護状態にならないためのノウハウを学習し、地域のお
年寄りに介護予防についての普及活動を推進していただける方を募集します。
◆期　　日：６月２９日㈫、７月１３日㈫、７月２７日㈫、８月１１日㈬、８月３１日㈫
◆時　　間：午前９時３０分〜１１時３０分　　　◆場　　所：農村環境改善センター
◆内　　容：介護予防に関する講話と実技　 ◆定　　員：２５名
◆申込締切：６月１５日㈫　　　　　　　　問町地域包括支援センター　☎４６―５５１１

※ご案内の検診日は、検診票の右上に
　記載してあります。できるだけご案
　内の日に受診ください。 ※男女同日の案内となります。

介護予防教室「まどか すこやか塾」の参加者募集
◆対象者：	６５歳以上で、外出の機会が少なく家に閉じこもりがちで、寝たきり・認
　　　　　知症の予防に関心のある方（申込時、生活状況をお聞きし、該当する方
　　　　　を受付いたします。）※５回コースを２グループ募集します。
◆期　　日：
　第１グループ　６月１５日㈫、７月８日㈭、８月１２日㈭、９月１０日㈮、１０月７日㈭
　第２グループ　１１月１１日㈭、１２月１６日㈭、平成２３年１月１３日㈭、２月１０日㈭、
　　　　　　　　３月１０日㈭　※日程変更の場合あり。
◆時　　間：午前１０時〜午後２時３０分　　　　◆場　　所：浴浴センター　まどか
◆内　　容：認知症予防講話、ヨガ、音楽療法、レクリエーション等（予定）
◆参 加 料：１回　１，０００円（昼食代含む。）
◆定　　員：各グループ　２５名　※定員となり次第終了します。
◆送　　迎：希望者には、自宅からまどか間の送迎をいたします。
◆申込方法：電話でお申し込みください。
◆申込締切：第１グループ　６月７日㈪・第２グループ　１１月１日㈪
◆申込・問い合わせ先：町健康福祉課　健康グループ　☎４２—６６４０

　ルンルン子育て広場にお越しくだ
さい。みんなで子育てを楽しみま
しょう。

★日　　時：５月１８日（火）

★内　　容：育児講座
　　　　　　講話　「救急時の対応」
　　　　　　講師　町消防職員

★受付時間：午前 9 時 30 分～

★場　　所：子育て支援センター
（吉島幼稚園内）

★日　　時：５月２７日（木）

★内　　容：「何を入れようかな？
宝物箱つくり」

※牛乳パック１個を　　　　
持参してください。

★受付時間：午前９時３０分～

★場　　所：子育て支援センター

（吉島幼稚園内）
問 子 育 て 支 援 セ ン タ ー　 ☎４４ — 

２８２２

ぜひ遊びに来てくださいね !

「ルンルン子育て広場」の
お知らせ

「ルンルン子育て広場」の
お知らせ

特定健診等・各種がん検診

検 診 会 場
受 付 時 間

午前７時３０分〜９時
実　施　日

犬 川 地 区
交流センター ５月３１日㈪　６月１日㈫

玉 庭 地 区
交流センター ６月１０日㈭　６月１１日㈮

吉 島 地 区
交流センター

７月５日㈪　７月６日㈫
７月７日㈬

東 沢 地 区
交流センター ８月２３日㈪

中 郡 地 区
交流センター

８月２４日㈫　８月３０日㈪
８月３１日㈫

大 塚 地 区
交流センター

９月２８日㈫　９月２９日㈬
９月３０日㈭

農 村 環 境
改善センター

１０月２５日㈪　１０月２６日㈫
１０月２７日㈬　１１月１７日㈬
１１月１８日㈭

子宮・乳がん検診
会　　場 南陽検診センター
受付時間 午後１時〜１時２０分
案内地区 実　施　日

小 松 ８月２７日㈮　９月１７日㈮
９月２２日㈬　１０月２９日㈮

大 塚 ８月２６日㈭　８月２７日㈮
犬 川 ６月２日㈬

中 郡 ７月２日㈮　８月１１日㈬
８月２６日㈭

玉 庭 ６月２３日㈬
東 沢 ７月２日㈮

吉 島 ６月２３日㈬　７月１日㈭
７月２日㈮

国保人間ドック
会　　場 南陽検診センター

受付時間
女性：午前７時〜７時３０分

男性：午前７時３０分〜８時
案内地区 実　施　日

小 松 １１月１６日㈫　１２月１日㈬１２月２日㈭
大 塚 ９月２１日㈫　１０月１６日㈯
犬 川 ６月１９日㈯　６月３０日㈬

中 郡 ８月１７日㈫　８月２１日㈯
９月１８日㈯　９月２１日㈫

玉 庭 ６月３０日㈬　７月２６日㈪
東 沢 ８月１７日㈫　

吉 島 ７月２６日㈪　７月２７日㈫
７月２８日㈬　８月１７日㈫

国保加入者以外の被扶養者特定健診について　　健康保険・共済組合等の被扶養者の方へ
　４０歳以上７５歳未満の被扶養者の方には、各医療保険者から特定健診に関するご案内が届きます。町の集団検診会
場で受診可能な場合、がん検診と特定健診を同時に受けることができます。案内をよくご確認ください。
　不明な点は、保険証に記載してある保険者にお問い合わせください。

■各地区交流センターで特定健診を受ける方
　　受付で、「保険証」「特定健診受診券」を提示し、特定健診を受診する旨をお伝えください。
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主催／川西商業協同組合　　共催／川西町商工会、山形おきたま農業協同組合川西支店　　後援／川西町

問合せ先：川西商業協同組合　☎４２－４８１０

春のかど焼き　みんなで楽しんでごえ
～

◆日　時：　　　　　　午前１０時３０分〜午後２時３０分
◆場　所：フレンドリープラザ広場
◆内　容：◦かど焼きまつり
　　　　　　※前売券９００円（当日１，２００円）は川西商業協同組合事務所
　　　　　　　または組合加盟店で購入できます。

　　　　　◦もち販売・手打ちそばの実演販売や各種売店

　　　　　◦共同売り出し（5月 24 日〜６月４日）による

　　　　　　大抽選会を開催！！

＜日程＞
１０：３０　　開始
１１：００～　オープニングセレモニー
１２：００～　アトラクション
　　　　　　　（各団体による出演）
１４：３０　　終了
１０：３０～１４：００　売り出し抽選会

６月５日㈯

　南東北の一部に自生する花『ひめさゆり』や日本最小のトンボ『ハッチョウトンボ』などの稀少な動植物と国指
定史跡下小松古墳群や歴史ある小松の町並みなどの名所・旧跡を楽しむウォーキングイベントです。歩行距離は約

１０キロで、初めての方でも参加しやすくなっています。また各ポイントで地元ガイドが見どころを案内します。

●期　日／６月１２日㈯　　受付開始　午前１０時３０分〜
●コース／羽前小松駅西口（午前１１時〜）→諏訪神社→長堀堰→下小松古
　墳群→樽平酒造→フレンドリープラザ→羽前小松駅西口（午後３時３０
　分頃解散）
●参加料／１００円（当日受付でお渡しください。）
●主   催／川西町観光協会・川西歩こう会
●申込・問合せ先／川西町観光協会（電話・ＦＡＸ・e-mail のいずれかでお申し込みください）
　ＴＥＬ・ＦＡＸ４２－２１１２　e-mail			kawa-kan@cameo.plala.or.jp

花ウォーク「ひめさゆりコース」

　日本ウォーキング協会・山形県ウォーキング協会認定大会の本格的なウォーキングイベントです。国指定史跡下
小松古墳群やひめさゆりをはじめ、復元された越後街道十三峠最初の峠である諏訪峠など、普段ではなかなか歩くこ

とのできないコースを歩きます。歩行距離は約１５キロで , 本格的なウォーキングをしたい方にも満足いただけます。

●期　日／６月１３日㈰　　受付開始　午前８時〜　
●コース／羽前小松駅東口（午前９時〜）→龍蔵神社→下小松古墳群→眺
　山（諏訪峠）→置賜公園→羽前小松駅西口（午後１時頃解散）
●参加料／５００円（当日受付でお渡しください。）
●主   催／川西町観光協会・川西歩こう会
●申込・問合せ先／川西歩こう会（町民総合体育館内）まで電話でお申込
　みください。☎４６－２２７７

どちらのコースも山菜汁のおもてなしがあります！

さなぶりまつり２０１０

親子里山探検隊
　里山でたくさんの自然とふれあいながら、ひめさ
ゆりの保護活動や里山植物の観察をしませんか？

◆日時：６月１２日㈯　１０時　下小松古墳群駐車場集合
　　　　　　　　　　　１３時　現地解散
◆対象：幼稚園児、小学生およびその保護者
　※詳細については下記までお問い合わせください
問犬川地区交流センターえぐべ☎４２－２６４２

ひめさゆりウォーク

ひめさゆりがテーマの
ウォーキングイベント

　

当
日
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み
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の
方
は
５
０
０
円

▼
そ
の
他
：
エ
プ
ロ
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、
豆
腐
を
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だ
さ
い
。
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６
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４
５
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９
０
３

フ
ラ
ダ
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験
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▼
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時
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▼
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町
）
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成
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協
組
合
員
（
年
券
）
の
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問
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南
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（
上
小
松
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具
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）
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「
第
３
次
山
形
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総
合
発

展
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」
出
張
説
明
会

　

県
で
は
、
本
年
３
月
に
策
定
し

た
、「
第
３
次
山
形
県
総
合
発
展
計

画
」
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
希
望
に
応
じ
て

出
張
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
担
当
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
政
策
企
画
課
企
画
・
計
画
推
進
担
当

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
８
９
５

自
動
車
税
の
納
税
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月

31
日
㈪
で
す
。
最
寄
り
の
金
融
機

関
及
び
各
総
合
支
庁
税
務
担
当
課

の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
各
総
合
支
庁
で
は
、
休
日
の
臨

時
納
税
窓
口
は
開
設
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
置
賜
総
合
支
庁　

税
務
課

☎
26

－

６
０
１
６

譲
渡
犬
及
び
猫
の
健
康

診
断
支
援
事
業

　

県
よ
り
譲
渡
さ
れ
た
犬
及
び
猫

に
対
す
る
一
般
健
康
診
断
及
び
猫

の
不
妊
手
術
に
対
し
助
成
を
行
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
㈳
山
形
県
獣
医
師
会

☎	

０
２
３

－

６
４
５

－

５
２
２
３

国
民
生
活
基
礎
調
査
に

ご
協
力
を

　

平
成
22
年
６
月
３
日
を
基
準
日
と

し
て
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
す
べ
て
の
方
が
明

る
く
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
、保
健
・

医
療
・
福
祉
・
年
金
な
ど
、
皆
さ
ん

の
生
活
や
健
康
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
が
対
象
世
帯
に
出
向

き
調
査
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
置
賜
保
健
所　

保
健
企
画
課

☎
22

－

３
０
０
０

ク
リ
ー
ン
＆
グ
リ
ー
ン
作
戦

　

美
し
い
環
境
で
心
豊
か
な
生
活

を
送
る
た
め
地
域
の
公
共
施
設
を

清
掃
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

募

　集

広 告

催

　し
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● 6 月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

開館時間

火曜日～土曜日
　10:00 ～ 20:00
日曜日・祝日
　10:00 ～ 18:00
　　　　　■は休館日

●今年は国民読書年です

　一昨年は「初演版ゴジラ」、昨年は「機動戦士ガ
ンダム～逆襲のシャア～」を上映。さて今年の演目
は？屋外の大スクリーンで観たい映画名を教えてく
ださい。演目は参考にして決定します。

▶『プラザ夏の野外上映会』上映する作品リクエスト受付中◀

朗読セミナー

講談社おはなし隊がまたやってきます！●６月の企画展示

●６月のおはなし会
≪追悼　井上ひさし　～ふるさとが舞台になった作品～展≫

６月１２日㈯ 10：30 ～ 11：00
　おはなしの部屋　絵本の読み聞かせと紙芝居

NCV 第１・第３火曜日夕方のニュースで、置賜の図書館情報
コーナー「ブックカフェ」を放送中です。ぜひご覧ください。

お知らせ
　朗読をやってみたいけど…と思っている初心者の方向けの

講座です。NHK 日本語センターの講師によるセミナーです。

日 時：6 月 15 日（火）午後 6 時～ 8 時
場 所：フレンドリープラザ　
受講費：1,000 円　　先着 20 名まで
申込み：☎４６－３３１１

絵本をたくさん積んだキャラバンカーもきます。ご家

族そろってぜひどうぞ～。

日 時：6 月 5 日（土）午後 3 時～

場 所：フレンドリープラザ　ロビー

参加費：無料

宝くじ文化公演
 『熱帯ＪＡＺＺ楽団コンサート』

　メンバー全員が超一流のミュージシャン！ 年に数回ユ
ニットを組みコンサート展開している圧倒的人気を誇る
ラテン ･ ジャズ・ビッグバンド。懐かしのラテン名曲か
らジャズ・ファンキー・オリジナルまでを、とびっきり
熱いラテンサウンド＆パフォーマンスで聴かせてくれる。
宝くじの助成により夢の低価格。このチャンス、逃さず
聴くことをお勧めします♪

●宝くじの助成により、特別料金になっています。
●未就学児の同伴・入場はできません。
●託児サービス有り。申込期限：６月１日㈫
※当日予約無しのお預かりはできません。

プラザ寄席Ｖｏｌ．１７
　　　『柳亭市馬 独演会』

【開演時間】 １９：００
【入 場 料】一般３，０００円　会員２,７００円

　　　      高校生以下１,５００円
【会　　場】 ロビー特設寄席会場 限定１５０名

５
２９土

　昨年５月以来の登場となる市馬師匠
の古典落語の名人芸を生で臨場感たっ
ぷりとご堪能ください。

◆◇◆ 　チケット好評発売中 ! よい席はお早めに♪　◆◇◆

【開演時間】 １８：００
【入 場 料】一般２，０００円　高校生以下１,０００円
　　　　　 全席指定　当日５００円増し

【主　　催】川西町　川西町教育委員会
　　　　　山形県　㈶自治総合センター

６日
６

７
２４土

【開演時間】 ①１３：３０　②１９：００
【入 場 料】一般１，０００円　高校生以下８００円

当日：一般１，５００円（シニア１，０００円）
高校生以下１，０００円

※５月下旬、町内各所で販売予定

原作・藤沢周平『山桜』上映会
主演：田中麗奈　東山紀之

電話受付期限　５月３０日（日）

◆◇◆ プラザ映画劇場◆◇◆

　２００８年映画化された藤沢文学の名作とし
て名高い「山桜」の上映会を、町芸術文化協会
との共催でお贈りします。

７
３１土

●
毎
月
第
３
日
曜
日
は
プ
ラ
ザ
の
日
（
午
前
10
時
～
12
時
）・
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

５
月
の
プ
ラ
ザ
の
日
は
16
日
日
で
す

　
　
　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
周
辺
の
環
境
整
備
作
業
を
行
な
い
ま
す
。

町
長　

原　

田　

俊　

二

遠
えんどう

藤　寿
としかず

一さん
（洲島）

佐
さ と う

藤　正
まさてる

晃さん
（大塚）

●昭和５９年４月生まれ
●勤務先／殖産工務所

●昭和１１年１１月生まれ

●仕事について
　入社してから８年目です。今年から殖産工務所では
農業を始めたので、春から、主に農業に関した仕事に
取り組んでいます。また冬場は道路の除雪をしていき
ます。機械の操作は慣れましたが、初心を忘れずに業
務に励んでいきたいと思います。
●休日は？
　家が農業をしているので、農業の手伝いをしていま
す。家の手伝いを現在の仕事に活かしていきたいと思
います。
●川西町をどう思う？
　自然が豊かで、静かな住みやすい町だと思います。
●好みのタイプは？
　笑顔が素敵な人で、明るくしっかりした人が好みで
す。芸能人で言えば北川景子さんのような人がタイプ
です。

●楽しみは？
　毎週水曜日と土曜日川西シニアチームで、ソフト
ボールを楽しんでいます。来月にソフトボールの大
会があるので、今からとても楽しみにしています。
昨年はその大会で好成績を残せたので、今年もさら
に活躍したいです。
　また、妻と一緒に畑で野菜を作るのも楽しんでい
ます。食卓に並ぶ野菜は、ほとんど家で作ったもの
ばかりです。自分で作った野菜を食べるのは、買っ
た野菜よりもおいしく感じます。

●健康の秘訣は？
　とにかく体を動かすことです。特にウォーキング
は、ほぼ毎日しています。最近は２キロ程度しか歩
いていませんが、暖かい日は４キロ以上歩くことも
あります。

　

よ
う
や
く
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
遅

れ
て
い
た
農
作
業
も
急
ピ
ッ
チ
、
安
全
運
転

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
今
年
は
凶
作
の
予

想
も
、
不
順
な
天
候
に
負
け
な
い
栽
培
管
理

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
政
権
交
代
に
よ
り

農
政
も
大
転
換
。
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で
す

が
、〝
農
は
国
の
基
〟
は
不
変
、
誇
り
を
持
っ

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

初
め
て
玉
庭
立
岩
の
石
割
桜
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
立
岩
の
雄
姿
を
バ
ッ
ク
に
、

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
ピ
ン
ク
が
映
え
見
事
で

し
た
。
管
理
し
て
い
る
伊
藤
健
一
さ
ん
（
上

和
合
）
は
、
昭
和
42
年
の
羽
越
水
害
で
田
畑

や
農
道
が
押
し
流
さ
れ
て
以
来
、
コ
ツ
コ
ツ

と
復
旧
整
備
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
は
散
策
路
、
山
野
草
園
の
整
備
を
図
り
な

が
ら
立
岩
高
原
ロ
ー
ド
の
魅
力
を
高
め
た
い

と
意
欲
的
に
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
藤
さ
ん

の
地
道
な
取
り
組
み
に
敬
意
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
立
岩
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

先
月
自
治
会
長
会
議
を
開
催
、
今
年
度
の

事
業
予
算
の
説
明
、
自
治
会
長
業
務
の
お
願

い
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
建
設
的
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

自
治
会
長
さ
ん
か
ら
、
各
種
会
費
の
徴
収

に
つ
い
て
事
業
内
容
や
会
計
報
告
を
添
え
る

こ
と
、
さ
ら
に
募
金
に
つ
い
て
は
強
制
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
各
団
体
の
活
動
が
町
民
に
伝
わ
る

よ
う
努
力
す
る
。
さ
ら
に
募
金
は
あ
く
ま
で

自
主
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
多
く
の
使
途

は
町
や
町
民
の
た
め
に
還
元
さ
れ
て
い
る
と

答
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
募
金
に
つ
い
て
は

町
全
体
の
目
標
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
が
各
事

業
の
活
動
費
に
算
入
さ
れ
て
い
る
た
め
制
度

化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

住
民
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た

募
金
活
動
が
形
骸
化
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
高
齢
世
帯
の
負
担

軽
減
、
空
き
家
対
策
、
未
加
入
世
帯
対
策
な
ど
、

現
代
的
課
題
が
山
積
み
し
て
お
り
、
自
治
会

長
さ
ん
に
は
過
重
な
ご
負
担
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

紅
大
豆
が
宇
宙
に
飛
び
立
ち
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
川
西
産
。
地
球
を
回
る
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
科
学
実
験
さ
れ
、
秋
に
は
ま

た
町
に
帰
っ
て
き
ま
す
。
今
回
の
実
験
を
通

じ
て
子
ど
も
た
ち
に
宇
宙
や
科
学
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
自
給
率
の
低
い
国

産
大
豆
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
た
っ
た
20
粒
で
す
が
、
紅
大
豆
が
宇
宙

で
ど
ん
な
旅
を
し
て
く
る
の
か
今
か
ら
楽
し

み
で
す
。
紅
大
豆
が
新
た
な
可
能
性
を
切
り

拓
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

 

コ
ツ
コ
ツ
と
み
ん
な
の
た
め
に

が も
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● 6 月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

開館時間

火曜日～土曜日
　10:00 ～ 20:00
日曜日・祝日
　10:00 ～ 18:00
　　　　　■は休館日

●今年は国民読書年です

　一昨年は「初演版ゴジラ」、昨年は「機動戦士ガ
ンダム～逆襲のシャア～」を上映。さて今年の演目
は？屋外の大スクリーンで観たい映画名を教えてく
ださい。演目は参考にして決定します。

▶『プラザ夏の野外上映会』上映する作品リクエスト受付中◀

朗読セミナー

講談社おはなし隊がまたやってきます！●６月の企画展示

●６月のおはなし会
≪追悼　井上ひさし　～ふるさとが舞台になった作品～展≫

６月１２日㈯ 10：30 ～ 11：00
　おはなしの部屋　絵本の読み聞かせと紙芝居

NCV 第１・第３火曜日夕方のニュースで、置賜の図書館情報
コーナー「ブックカフェ」を放送中です。ぜひご覧ください。

お知らせ
　朗読をやってみたいけど…と思っている初心者の方向けの

講座です。NHK 日本語センターの講師によるセミナーです。

日 時：6 月 15 日（火）午後 6 時～ 8 時
場 所：フレンドリープラザ　
受講費：1,000 円　　先着 20 名まで
申込み：☎４６－３３１１

絵本をたくさん積んだキャラバンカーもきます。ご家

族そろってぜひどうぞ～。

日 時：6 月 5 日（土）午後 3 時～

場 所：フレンドリープラザ　ロビー

参加費：無料

宝くじ文化公演
 『熱帯ＪＡＺＺ楽団コンサート』

　メンバー全員が超一流のミュージシャン！ 年に数回ユ
ニットを組みコンサート展開している圧倒的人気を誇る
ラテン ･ ジャズ・ビッグバンド。懐かしのラテン名曲か
らジャズ・ファンキー・オリジナルまでを、とびっきり
熱いラテンサウンド＆パフォーマンスで聴かせてくれる。
宝くじの助成により夢の低価格。このチャンス、逃さず
聴くことをお勧めします♪

●宝くじの助成により、特別料金になっています。
●未就学児の同伴・入場はできません。
●託児サービス有り。申込期限：６月１日㈫
※当日予約無しのお預かりはできません。

プラザ寄席Ｖｏｌ．１７
　　　『柳亭市馬 独演会』

【開演時間】 １９：００
【入 場 料】一般３，０００円　会員２,７００円

　　　      高校生以下１,５００円
【会　　場】 ロビー特設寄席会場 限定１５０名

５
２９土

　昨年５月以来の登場となる市馬師匠
の古典落語の名人芸を生で臨場感たっ
ぷりとご堪能ください。

◆◇◆ 　チケット好評発売中 ! よい席はお早めに♪　◆◇◆

【開演時間】 １８：００
【入 場 料】一般２，０００円　高校生以下１,０００円
　　　　　 全席指定　当日５００円増し

【主　　催】川西町　川西町教育委員会
　　　　　山形県　㈶自治総合センター

６日
６

７
２４土

【開演時間】 ①１３：３０　②１９：００
【入 場 料】一般１，０００円　高校生以下８００円

当日：一般１，５００円（シニア１，０００円）
高校生以下１，０００円

※５月下旬、町内各所で販売予定

原作・藤沢周平『山桜』上映会
主演：田中麗奈　東山紀之

電話受付期限　５月３０日（日）

◆◇◆ プラザ映画劇場◆◇◆

　２００８年映画化された藤沢文学の名作とし
て名高い「山桜」の上映会を、町芸術文化協会
との共催でお贈りします。

７
３１土

●
毎
月
第
３
日
曜
日
は
プ
ラ
ザ
の
日
（
午
前
10
時
～
12
時
）・
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

５
月
の
プ
ラ
ザ
の
日
は
16
日
日
で
す

　
　
　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
周
辺
の
環
境
整
備
作
業
を
行
な
い
ま
す
。

町
長　

原　

田　

俊　

二

遠
えんどう

藤　寿
としかず

一さん
（洲島）

佐
さ と う

藤　正
まさてる

晃さん
（大塚）

●昭和５９年４月生まれ
●勤務先／殖産工務所

●昭和１１年１１月生まれ

●仕事について
　入社してから８年目です。今年から殖産工務所では
農業を始めたので、春から、主に農業に関した仕事に
取り組んでいます。また冬場は道路の除雪をしていき
ます。機械の操作は慣れましたが、初心を忘れずに業
務に励んでいきたいと思います。
●休日は？
　家が農業をしているので、農業の手伝いをしていま
す。家の手伝いを現在の仕事に活かしていきたいと思
います。
●川西町をどう思う？
　自然が豊かで、静かな住みやすい町だと思います。
●好みのタイプは？
　笑顔が素敵な人で、明るくしっかりした人が好みで
す。芸能人で言えば北川景子さんのような人がタイプ
です。

●楽しみは？
　毎週水曜日と土曜日川西シニアチームで、ソフト
ボールを楽しんでいます。来月にソフトボールの大
会があるので、今からとても楽しみにしています。
昨年はその大会で好成績を残せたので、今年もさら
に活躍したいです。
　また、妻と一緒に畑で野菜を作るのも楽しんでい
ます。食卓に並ぶ野菜は、ほとんど家で作ったもの
ばかりです。自分で作った野菜を食べるのは、買っ
た野菜よりもおいしく感じます。

●健康の秘訣は？
　とにかく体を動かすことです。特にウォーキング
は、ほぼ毎日しています。最近は２キロ程度しか歩
いていませんが、暖かい日は４キロ以上歩くことも
あります。

　

よ
う
や
く
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
遅

れ
て
い
た
農
作
業
も
急
ピ
ッ
チ
、
安
全
運
転

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
今
年
は
凶
作
の
予

想
も
、
不
順
な
天
候
に
負
け
な
い
栽
培
管
理

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
政
権
交
代
に
よ
り

農
政
も
大
転
換
。
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で
す

が
、〝
農
は
国
の
基
〟
は
不
変
、
誇
り
を
持
っ

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

初
め
て
玉
庭
立
岩
の
石
割
桜
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
立
岩
の
雄
姿
を
バ
ッ
ク
に
、

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
ピ
ン
ク
が
映
え
見
事
で

し
た
。
管
理
し
て
い
る
伊
藤
健
一
さ
ん
（
上

和
合
）
は
、
昭
和
42
年
の
羽
越
水
害
で
田
畑

や
農
道
が
押
し
流
さ
れ
て
以
来
、
コ
ツ
コ
ツ

と
復
旧
整
備
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
は
散
策
路
、
山
野
草
園
の
整
備
を
図
り
な

が
ら
立
岩
高
原
ロ
ー
ド
の
魅
力
を
高
め
た
い

と
意
欲
的
に
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
藤
さ
ん

の
地
道
な
取
り
組
み
に
敬
意
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
立
岩
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

先
月
自
治
会
長
会
議
を
開
催
、
今
年
度
の

事
業
予
算
の
説
明
、
自
治
会
長
業
務
の
お
願

い
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
建
設
的
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

自
治
会
長
さ
ん
か
ら
、
各
種
会
費
の
徴
収

に
つ
い
て
事
業
内
容
や
会
計
報
告
を
添
え
る

こ
と
、
さ
ら
に
募
金
に
つ
い
て
は
強
制
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
各
団
体
の
活
動
が
町
民
に
伝
わ
る

よ
う
努
力
す
る
。
さ
ら
に
募
金
は
あ
く
ま
で

自
主
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
多
く
の
使
途

は
町
や
町
民
の
た
め
に
還
元
さ
れ
て
い
る
と

答
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
募
金
に
つ
い
て
は

町
全
体
の
目
標
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
が
各
事

業
の
活
動
費
に
算
入
さ
れ
て
い
る
た
め
制
度

化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

住
民
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た

募
金
活
動
が
形
骸
化
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
高
齢
世
帯
の
負
担

軽
減
、
空
き
家
対
策
、
未
加
入
世
帯
対
策
な
ど
、

現
代
的
課
題
が
山
積
み
し
て
お
り
、
自
治
会

長
さ
ん
に
は
過
重
な
ご
負
担
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

紅
大
豆
が
宇
宙
に
飛
び
立
ち
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
川
西
産
。
地
球
を
回
る
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
科
学
実
験
さ
れ
、
秋
に
は
ま

た
町
に
帰
っ
て
き
ま
す
。
今
回
の
実
験
を
通

じ
て
子
ど
も
た
ち
に
宇
宙
や
科
学
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
自
給
率
の
低
い
国

産
大
豆
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
た
っ
た
20
粒
で
す
が
、
紅
大
豆
が
宇
宙

で
ど
ん
な
旅
を
し
て
く
る
の
か
今
か
ら
楽
し

み
で
す
。
紅
大
豆
が
新
た
な
可
能
性
を
切
り

拓
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

 

コ
ツ
コ
ツ
と
み
ん
な
の
た
め
に

が も
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　下記事業には個人通知書を差し上げていません。日時、
場所、対象などを確認のうえ忘れずにお越しください。
■すくすく赤ちゃん健診　■９・１０か月児健康教室
■ぴかぴか歯っぴい教室　■各種予防接種
　問町健康福祉課 健康グループ☎４２ー６６４０月６５月・６月

080—6008—8330
0 8 0—6008—5331 修理当番直通電話

　町上下水道組合では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。

期　　間 当番店（社） 電話番号

５月１７日～２３日
㈱藤島建設 ☎４２－３１６６

㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

５月２４日～３０日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００

鹿間工務店 ☎４２－３０３６

５月３１日～６月６日
㈲米野建設 ☎４２－２３９２

齋藤設備 ☎４２－２４８０

６月７日～１３日
㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１

サイトウ電気設備工業㈱ ☎４２－４１１１

６月１４日～２０日
㈱長沢建設 ☎４２－２２３０

㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（保健師）

６月１４日㈪・２８日㈪
午後１時～４時 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０

行 政 相 談 ６月１６日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

特設人権相談 ６月２日㈬
午後１時３０分～４時 町中央公民館 町住民生活課

☎ ４２－６６１６

弁護士
消費生活相談

６月９日㈬
午後２時～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

…４月分届出…

出生子 性別 保護者 地区

市川　凌
りょうや

矢 男 憲昭・陽子 洲　島

秋山　蒼
そ う た

太 男 憲司・多恵子 上小松

大木　羚
れ お

央 男 達裕・円香 上小松

舩山　桜
さ く ら

來 女 利大・弥生 小　松

黒澤　愛
あいり

里 女 一樹・香織 洲　島

秋葉　　希
のぞみ

女 浩二・ひろみ 時　田

死亡者 年齢 世帯主 地区

井上　とく ７９ とく 時　田

川崎　敬一 ５９ 敬一 中小松

黒澤　義孝 ７９ 義孝 洲　島

小田切千代 ７５ 魁一 上小松

髙橋　シン ８３ シン 時　田

髙橋たつよ ８２ 昭男 時　田

安部權右衞門 ８５ 活夫 大　塚

金田　　弘 ７４ 弘 小　松

柴倉　チエ ８９ 忠 莅

澤村　　武 ８６ 武 下小松

内山　三男 ７２ 三男 洲　島

鈴木　トミ ８３ 晶雄 上小松

金子　きり ９７ 寛治 東大塚

鈴木きよ ８８ 賢輔 堀　金

鈴木嘉左衞門 ９７ 静壽 高　山

菊池　公助 ８３ 公悦 朴　沢

髙橋　昭一 ７４ 昭一 下小松

寒河江さた ８９ 德太郎 堀　金

角石　利男 ６３ 利男 玉　庭

鈴木ひで子 ８４ 喜代和 上小松

金子　一雄 １０２ 一雄 時　田

「戸籍の窓」に掲載を希望しない方は、届出の
際に窓口（町住民生活課）でお伝えください。

◇
4
月
29
日
、
山
形
県
縦
断

駅
伝
競
走
大
会
の
取
材
の
た

め
小
松
小
学
校
前
で
待
機
。

満
開
の
桜
と
小
松
小
学
校
の

児
童
に
よ
る
全
校
応
援
。

　

全
校
応
援
の
児
童
の
前
を

通
る
と
小
学
生
か
ら
、「
カ
メ

ラ
マ
ン
が
ん
ば
れ
～
。」
と
い

う
お
決
ま
り
の
応
援
。
少
し

気
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
が
、
と
て
も
元
気
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

南
陽
・
東
置
賜
チ
ー
ム
に

川
西
町
の
選
手
が
い
な
か
っ

た
の
は
残
念
で
す
が
、
駅
伝

の
盛
り
上
が
り
と
熱
気
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　　　６人

　　　　  21 人

６月

新郎　　　　　　　新婦 地区

小原　隆幸 ♥ 伊藤　百合 小　松
村岡　茂実 ♥ 長谷川亜紀 大　塚
米川　　彰 ♥ 五十嵐　彩 吉　田
齋藤　貴文 ♥ 石黒　千恵 堀　金
中澤　洋平 ♥ 長澤　典子 高　山
深瀬　孝義 ♥ 岸　　由香 西大塚

　　　　６組

母子健康手帳交付（妊娠届出日）
6/14㈪

28㈪

受付時間 9：00 ～ 13：00
場　　所 生きがい交流館
持 ち 物 妊娠届出書

すくすく赤ちゃん健康診査

6/23㈬

対 象 者 平成22年１月１６日～３月１５日生まれの乳児
受付時間 13：00 ～ 13：15
場　　所 生きがい交流館
内　　容 身体計測、診察等
持 ち 物 母子健康手帳、タオル、おむつ
※日中保育されている方も付き添ってください。 ポリオ予防接種

6/4㈮

対 象 者
１回目：平成21年10月～平成22年1月生まれ
２回目：平成21年6月～ 9月生まれ
上記以前に生まれた90か月未満の未接種児

受付時間 １３：１５～１３：４５
場　　所 農村環境改善センター
持 ち 物 母子健康手帳、予診票

３歳児健康診査

6/30㈬

対 象 者 平成18年11月1日～ 12月31日
受付時間 13：00 ～ 13：15
場　　所 生きがい交流館
申し込み 身体計測、内科・歯科診察等
持 ち 物 母子健康手帳、問診票、尿、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金600円）。

ぴかぴか歯っぴい教室

6/24㈭

①対象者
　受付時間

平成20年6月生まれの幼児
9：20 ～ 9：30

②対象者

　受付時間

平 成19年6月・12月、 平 成21年4
月生まれの幼児ほか
9：30 ～ 10：30

場　　所 生きがい交流館
持 ち 物 母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金600円）。
※2歳のお子さんは、うがいや歯みがきの
指導がありますので、1時間程度かかります。

献　　　　血

6/18㈮

①献血時間
　場　　所

9：３０～１１：３０
㈱殖産工務所

②献血時間
　場　　所

１３：３０～１６：００
ケミコン米沢㈱

対 象 者 18 ～ 69 歳の健康な方
持 ち 物 献血カード

各種検診（呼吸器・特定健診等）

5/31㈪
6/1㈫

受付時間 7：30 ～ 9：00
場　　所 犬川地区交流センターえぐべ
※詳細は個人通知書をご覧ください。
※特定健診等を受ける方は保険証が必要です。

各種検診（呼吸器・特定健診等）

６/10㈭
　 11㈮

受付時間 7：30 ～ 9：00
場　　所 玉庭地区交流センター四方山館
※詳細は個人通知書をご覧ください。
※特定健診等を受ける方は保険証が必要です。

6 月 1 日からの
子育て支援（旧乳幼児）医療証を交付します

5 月の更新対象者
①平成２１年５月２日～６月１日生まれの方
②平成２０年５月２日～６月１日生まれの方
③平成１９年５月２日～６月１日生まれの方
④平成１８年５月２日～６月１日生まれの方
⑤平成１７年５月２日～６月１日生まれの方
⑥平成１６年５月２日～６月１日生まれの方で、
　子育て支援医療証の有効期限が
　　　　　　　　平成２２年５月３１日の方です。

※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問
い合わせください。

●交　付　日　５月２５日㈫から
●手続き場所　町健康福祉課
●持参するもの　印鑑、乳幼児の健康保険証

　なお平成２１年１月１日現在、本町に住所のな
かった方は平成２１年度の所得証明書が必要とな
ることがありますのでお問い合わせください。
※新医療証と旧医療証は交換になります。5月中
に医療機関にかかる場合は、それ以降に手続き
願います。

問合せ先　町健康福祉課医療給付グループ ☎４２－６６４０

子宮がん検診・乳がん検診

６/2㈬

受付時間 13：00 ～ 13：20
場　　所 南陽検診センター
※詳細は個人通知書をご覧ください。
※犬川地区の方に通知しています。

子宮がん検診・乳がん検診

６/23㈬

受付時間 13：00 ～ 13：20
場　　所 南陽検診センター
※詳細は個人通知書をご覧ください。
※玉庭地区・吉島地区の方に通知しています。

５
月
31
日
は
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」

テ
ー
マ
「
女
性
と
子
ど
も
を
た
ば
こ
の
害
か
ら
守
ろ
う
」

５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日
は
禁
煙
週
間
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
「
た
ば
こ
と
健
康
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

関



エコマーク認定の再生紙と環境にやさしい大豆インクを使用しています

◎町
報
か
わ
に
し
　
◎
２０１０（

平
成
２２
年
）５
月１５

日
発
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
印
刷
／
㈱
芳
文
社
よ
ね
ざ
わ
印
刷

◎
企
画
・
編
集
　
山
形
県
川
西
町
総
務
課（
〒９９９ -０１９３　

東
置
賜
郡
川
西
町
上
小
松１５６７　

☎０２３８ -４２ -６６１０）　
◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
アド
レ
ス
　
http://www.town.kawanishi.yam

agata.jp　
◎
メー
ル
アド
レ
ス
　
E-m
ail:kawanishi@

town.kawanishi.yam
agata.jp

か
わ
に
し

　明治の初期、イギリスの女性旅行家イザベラ・バードは、美しい日本の
原風景を求めて北日本を旅し、そのときの内容を書き記した『日本奥地紀
行』に、当時の川西町を訪れたときのことが鮮やかに表現されています。
　イザベラ・バードは川西町に滞在したとき、米沢平野をエデンの園とい
い、東洋のアルカディア（桃源郷）であると賞賛しました。
　その美しい風景は、プロの写真家後藤千春氏の写真集「米坂線」でも奥
ゆかしいローカル線の魅力とともに鮮やかに写し出されています。 ▲写真集米坂線

 （出版社：無明舎出版）

第１回「東洋のアルカディア」

か
わ
に
し

か
わ
に
しス
ペ
シ
ャ
ル ―

か
わ
に
し
魅
力
再
発
見―

vol.1

▲中郡（時田）虚空蔵山から大塚方面の眺望〈後藤千春氏の写真集「米坂線」から〉


